
ロ

繪

解

説

藤

堂

瀦

範

ロ
繪

に
掲
載
せ
る
般
舟
讃
は
今
春
千
二
百
五
十
年
の
大
逋
忌
を
迎

へ
ん
ε
し
つ

・
あ
る
淨
土
門
の
高
砠
唐
朝
善
導
大
師
の
御
著
で
、
古
今

階
定
の
疏
S
奪
ば

る

・
觀
無
量
壽
經
疏
の
内
の
行
儀
分
の
隨

「
で
あ
る
。

こ
の
版
本
は
寛
喜
二
年
大
師
の
五
百
五
+
年
の
遠
忌
に
あ
た
り
本
書
の
校
合
が
發
起
さ
れ
て
、
の
ち

二
年
を
經
て
貞
永
元
年
に
珂
行
の
功

な

つ
た

も
の
で
、
こ
の
際
特
に
ゆ
か
し
み
を
覺
ゆ
る
版
本
で
あ

る
。

元
來

般
舟
讃

は
承
和
六
年
(西
歴

矧
四
九
九
)
弘
法
大
師
の
弟
チ
圓
行
上
人
に
よ
つ
て
本
邦
に
將
來
さ
れ
し
も
、
深
く
御
室
仁
和
寺
の
寳
藏
に

藏
せ
ら
れ
て
、
偏
依
善
導
ε
偏
に
欣
慕
し
給
ひ
し
吾
宗

砠
大
師
も
披
閲
の
機
な
く
、

そ
の
述
作
中
に
は
引
文
は
愚
か
、
そ
の
書
名

さ
へ
出
し

給

は
す

、
宗
祗
大
師
の
滅
後
五
星
霜
を
緇
て
、
建
保
五
年
初
め
て
發
見
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
發
見
後

は
高
組
大
師

古
今
楷
定
の
疏
五
部
九

怠
が
完

備
し

N
宗
の
所
依
ε
仰
ぐ
も
の
で
あ
る
。

掲
載

の
寫
眞

は
京
都
市
富
岡
盒
太
郎
氏
の
蔵
本
に
よ
り
、
卷
初

二
行
ε
卷
末
刊
記
ε
を
掲
出
せ
る
も
の
で
、
刊
記
の
全
部
は
餘
り
長
文
で

は
あ
る
が
資
料
に
富
む
も
の
で
あ
る
か
ら
別
録
し
お
い
た
。

こ
の
刊
記

に
よ
れ
ば

成
覺
坊
幸
西
が
門
弟
の
明
信
く」
云
ふ
僭
は
本
宗
の
典
籍
の
文
字
錯
誤
多
き
を
悲
み
,
在

々
處

々
に
捜
索
し
て
校
合
せ

し
も
意

に
充
た
す
。
終
に
支
那
に
棧

り
諸
州
の
道
俗
に
大
師
の
遺
跡
を
蕁
ね
、
或
は
書
札
を
街
衢
に
樹
て

・
志
を
門
邑

に
告
け
、
或
は
叩
匠

に
約
し
て
濶
く
禁
庭
に
ま
で
も
之
を
窺
ふ
た
の
で
あ
る
・こ
。

そ
の
求
法
の
熱
烈

は
實
に
涙
ぐ
ま
し
き
こ
ε
で
、
た
ま

-宝

「
八
門
玄
」
な
る

斷
簡
の

「
書
を
得
て
、
せ
め
て
も
の
思
ひ
で
將
來
し
た
の
で
あ

る
。
歸
朝
の
後
幾
年

な
ら
す
し
て
、
三
部
經
四
卷
-こ
五
部
九
卷
-こ
の
開
版
に
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着
手
し
た
ε
あ

る
。
そ
の
開
版
の
八
部
十
三
卷
の
書
は
大
部
分
印
行
さ
れ
し
も
の
・こ
思
は
る

・
も
、
今
時
求
だ
そ
の
刊
記
あ

る
本
を
發

見
せ

ぬ
た
め
詳
細

は
判
ら
ぬ
、
が
般
舟
讃
た
け
が
最
後
に
な
つ
て
開

版
に
着
手
し
た
ら
し
く
。
刊
記
に
よ
れ
ば
こ
の
般
舟
讃

も

N
句

N
字
不
可
加

減
の
誠

め
あ

る
租
釋
な
る
も
、
錯
誤
不
審
の
點
あ
る
を
以
て
、
善
導
大
師
五
百
五
十
年
の
遠
忌
に
相
當
す
る
寛
喜
二

年
三
月
廿
七
日
同
志
兩

三
人

、こ
共

に
、
圓
行
上
人
將
來
の
御
室
本
に
つ
い
て
校
合
を
初
め
、
同
四
月
三
日
功
を
終
た
ざ
あ

る
。
然
る
に
明
信

は
開
版
に
先
き
だ
ち
示

寂
し
た

の
で
、
貞
永
元
年
明
信
の

一
周
忌
に
際
し
、
彼
の
潰
約

に
よ
り
同
門

の
釋
チ
入
眞
(
刊
記
に
人
眞
、こ
あ

る
も
入
眞
の
誤
り
な
り
)
が
二

月
三
日
に
筆
を
始
め
、
十
月
五
日
に
書
爲
の
功
を
竟

へ
開
版
し
た
の
が
こ
の
版
本
で
あ
る
。

こ
の
富
岡
氏
の
藏
本
は
紙
質
よ
り
考

へ
て
、
鎌

倉
末
若

く
は
南
北
朝
頃
の
摺
寫
、こ
見
ら
る

・
。

こ
の
貞
永
版
已
前

に
五
部
九
卷
の
印
行
が
あ
り
た
る
や
う
思
は
る

・
。

そ
は
こ
の
貞
永
版
の
刊
記
の
割
注
に

「
八
部
十
三
卷
中
事
讃

上
下

今
時
初

開
雖
有
先
印
寡
今
勘
萬
於
傳
部
者
聊
無
先
刊
」
、こ
あ

る
、

こ
の
文
意
難
解
で
明
了
し
な
い
が
、
有
先
印
寫
ε
あ
る
か
ら
、
貞
永
版
巳

前
に
五
部
九
卷
全
部
な
ら
す
ε
も
、
そ
の
内
の
或
部
が
開
版
さ
れ
て
あ

つ
た
ら
し
い
。

が
そ
の
刊
禾

も
今
日
で
は
見
當
ら
す
、
ま
た
文
献
も

な

い
か
ら
、
他
日
の
研
究

に
讓
る
外
は
な
い
。
な
ほ
こ
の
外
に
京
都
大
藏
曾
第

叫
回
の
目
録
に
は
正
安
四
年
版
が
出

て
居
る
、
こ
れ
は
貞
永

版
の
覆

刻
ざ
思
は
る

・
も
、
和
田
維
四
郎
氏
の
訪
書
餘
録
に
刊
記
の
末
尾
が
僅
か
影
印
さ
れ
て
あ

る
だ
け
で
、

遣
憾

な
が
ら
今
時
寓
目
す
る

こ
ε
を

得
な
い
か
ら
、
こ
れ
も
他
日
の
考
究
に
讓
り
お
く
。

そ
こ
で
昨
秋
京
都
の
大
藏
會
で
眼
幅
を
得
た
五
部
九
卷
の
古
版
本
に
就

て
仔
細

に
研
究
す

る
に
、
徳

川
己
前
の
開
版
本
の
み
に
て
五
種
の

刊
本
が
あ

る
、こ
思
は
る

㌔

第

隔

前

に
解
論
し
た
貞
永
元
年
版

第
二

龍
脊
大
學
所
藏
の
觀
念
法
門
、
大
谷
大
學
所
藏
の
往
生
禮
讃
の
二
本
は
共
に
同

一
版
で
あ
る
、
若
し
他
日
刊
記
の
具
備
せ
る
も
の

が
發
見
さ
る
れ
ば
、
或
は
貞
永
元
年
版
已
前
の
開
版
か
も
判
ら
な
い
、
書
醴
、
墨
色
、
紙
質
等
共
に
優
秀
で
、
鎌
倉

初
期
、
若
く
は
中
期
を
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降
ら

ぬ
、
實

に
立
派
な
も
の
で
あ
る
。

第

三

群
馬
縣
太
田
町
大
光
院
所
藏
の
般
舟
讃

は
南
北
朝
頃
の
も
の
で
昨
昭
和
四
年
淨
土
宗

々
寳

に
指
定
さ
れ
た

も
の
で
,
書
體
宋
朝
の

風
格
を

帶
び
た
る
は
、

全
く
當
時
將
來

さ
れ
た
る
宋
版
大
藏
經
等
の
版
經

及
び
五
山
版
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ

る
。

第

四
第
五

知
恩
院
、
龍
脊
大
學
、

久
原
文
庫
等
に
所
藏
せ
ら
る

・
五
部
九
卷
で
、
こ
れ
等
は
往
生
禮
讃
の
卷
末
刻
記
に

「
知
眞
」

,こ
あ

る
か
ら
、
從
來
知
眞
版
、こ
せ
ら
れ
あ
る
も
、
知
眞

は
元
亨
頃
在
世
の
人
で
あ
る
し
、
ま
た
こ
の
版
式
か
ら
見
て
も
合

は
な
い
、
多
分
上
に
擧

ぴ
た

る
第
二
若
く
は
第
三
が
知
眞
版
で
、
こ
の
第
四
第

五
の
版
は
そ
の
複
刻
、こ
見
る
べ
き
で
あ

ら
う
。

こ
れ
等
知
恩
院
等

に
所
藏
さ
れ
て
あ

る
も
の
は

叫
見
同

触
版
の
如
き
も
、
字
劃
等

に
多
少
の
相
違
あ
り
、
何
れ
の
藏
本
に
も
刊
記
が
な
い
か
ら
、
何
人
が

何
時
出
版
し
た

か
明
了

し
な

い
が

、
あ
ま
り
年
時
を
隅
て
す
し
て
こ
の
二
版
は
開
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

要
す

る
に
徳

川
時
代
已
前
に
五
部
九
卷
の
現
存
古
版
、こ
し
て
は
、

貞
永
元
年
版
、
鎌
倉
初
期
版
、
南
北
朝
版
、
足
利
中
期
版
二
種
、
已
上

の
五
種
あ
る
を
知
ゐ
。

な

ほ
大
山
名
利
の
寳
庫
を
廣
く
搜
索
し
た
な
ら
ば
、
こ
の
五
種
已
外
正
安
版
等
の
古
版
等
二
、
三
種
は
發
見
し
得

る
こ
ご
な
ら
ん
。
開
版

事
業

の
園
難
な

る
時
に
際
し
,
還
愚
を
本
領
、こ
せ
る
淨
土
教
徒
が

こ
の
大
册
を
數
回

に
渉
り
開
版
せ
る
弘
法
の
精
紳

ε
文
化
に
貢
献
せ
し
功

績

ご
は
澆
末
の
徒
の
龜
鑑
ε
す
べ
き
で
あ

る
。

い
ま
貞
永
版
の
紹
介

に
併
せ
五
種
の
古
版
本
の
あ

る
こ
、こ
を
述
ぶ
、
な
ほ
詳
く
は
今
春
淨
土
宗
典
刊
行
會
よ
り
拙
著
「
淨
土
教
版
の
研
究
」

を
出
版
す
る
豫
定
に
つ
き
御
參
考
を
願
ひ
た
い
。

,
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